
令和2年

3月5日木
13:30～16:00（開場13:00）

日時

東海村産業・情報プラザ
「アイヴィル」 多目的ホール
茨城県那珂郡東海村舟石川駅東3-1-1

会場

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構主催 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構主催

令和の幕開け
～原子力機構研究開発の展望～

T O K A I  F O R U M

東海村産業・
情報プラザ
「アイヴィル」

★会場駐車場

東海駅
東口

筑波銀行

水戸方面
日立方面

JR常磐線

常陽銀行

イオン

参加ご希望の方は、令和2年2月26日（水）までに電話、FAX、
E-mailでお申込みください。
なお、お申込みの際は、氏名、住所、連絡先をお知らせください。 
（※お申込み時にいただいた個人情報は、本フォーラム以外の目的
では使用いたしません。） 

お申込み方法

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構　
「第14回東海フォーラム」事務局
TEL：029-282-3470（受付時間　平日9：00～17：00）
FAX：029-282-2309　E-mail:cycle-info@jaea.go.jp

お申込み先

山本 徳洋 《理事・東海拠点サイクル研地区担当》
閉会挨拶

三浦 幸俊 《理事・東海共生及び東海拠点原科研地区担当》
開会挨拶

概況1　核燃料サイクル工学研究所の概況
大森 栄一 《核燃料サイクル工学研究所長》

報告2　JRR-3運転再開 多彩な中性子利用と再開後の展望
　　　　～地域との協働に根差して～
松江 秀明 《原子力科学研究所 研究炉加速器技術部 計画調整課長》

報告1　安全な実験廃液の処理を目指して
　　　　～既存技術を応用した新しいプロセスの開発～
渡部　 創 《核燃料サイクル工学研究所 環境技術開発センター
　　　　　　 再処理技術開発試験部 研究開発第1課 研究副主幹》

報告3　磁気製品／実用材料中の磁場の可視化に向けた
　　　  中性子磁気イメージング手法の開発
廣井 孝介 《J-PARCセンター 物質・生命科学ディビジョン 中性子利用セクション 研究員》

概況2　原子力科学研究所の概況
大井川 宏之 《原子力科学研究所長》

概況3　J-PARCセンターの概況
齊藤 直人 《J-PARCセンター長》
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